
1折8年出上の本簡

④
　

「□
□
」

と
記
さ
れ
た
折
敷
片
が
あ
る
が
、
内
容
は
い
ず
れ
も
明
ら
か
に
し
が
た
い
。

９

関
係
文
献

鶏
鱒
飾
教
育

『
尾
道
―
＝
市
街
地
発
掘
調
査
概
要
―
―

一
九
七
八
』

山
口
。長
門
国
府
周
辺
遺
跡

宮
の
内

（忌
宮
神
社
）
地
区

１

所
在
地
　
　
　
山
日
県
下
関
市
大
字
豊
浦
村

一
七
四
六

２

調
査
期
間
　
　
一
九
七
八
年
（昭
５３
）
七
月
十
五
日
ど
八
月
十
四
日

３

発
掘
機
関
　
　
下
関
市
教
育
委
員
会

４

調
査
担
当
者
　
甲
元
真
之
、
山
内
紀
嗣
、
伊
東
照
雄

〓

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６

遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ど
中
世

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
世
の
遺
物
が
投
入
さ
れ
た
井
戸
の
中
か
ら
、
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
。
伴
出

遺
物
と
し
て
、
土
師
器
、
古
備
前
、
常
滑
、
木
器
が
あ
る
。

８

木
簡
の
内
容

木
簡
は
完
形
で
、
全
長
二
五

・
七
ｃｍ
、
幅
四

。
二
釦
、
厚
さ
Ｏ

・
四
伽
。
墨

書
が
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
は
未
了
。

９

関
係
文
献

下
関
市
教
育
委
員
会
　
『
長
門
国
府
Ⅱ
』
　

一
九
七
八
年

（甲
元
真
之
、
山
内
紀
嗣
、
伊
東
照
雄
）

紺
屋
尻
地
区

１

所
在
地
　
　
　
下
関
市
大
字
豊
浦
村
字
紺
屋
尻

２

調
査
期
間

　

　

一
九
七
七
年
（昭
５２
）
七
月
二
十
日
？
九
月
二
日

一
九
七
九
年

（志
田
原
重
人
）



３

発
掘
機
関
　
　
下
関
市
教
育
委
員
会

４

調
査
担
治
者
　
甲
元
真
之
、
山
内
紀
嗣
、
伊
東
照
雄

５

遺
跡
の
種
類
　
逹還
物
包
含
地

６

遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

土
師
器
、
須
恵
器
、
木
器
等
を
伴
出
し
て
い
る
。

８

木
簡
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
二
点
発
見
さ
れ
た
が
、
断
片
で
あ

っ
た
。
そ
の
う
ち

一
点
に
は
墨
書

が
認
め
ら
れ
る
が
判
読
は
不
可
能
で
あ
る
。

９

関
係
文
献

下
関
市
教
育
委
員
会

　

『
長
岡
国
府
』
　

一
九
七
七
年

（甲
元
真
之
、
山
内
紀
嗣
、
伊
東
照
雄
）

福
岡
・
三
宅
廃
寺

１

所
在
地
　
　
　
福
岡
市
南
区
字
コ
ク
フ
一
一
七
〇
ぞ
二

２

調
査
期
間
　
　
一
九
七
七
年

（昭
５２
）
一
一
月
ぞ

一
九
七
八
年
二
月

３

発
掘
機
関
　
　
福
岡
市
教
育
委
員
会
文
化
課

４

調
査
担
当
者
　
一一宮
忠
司

５

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

全
二
宅
廃
寺
）

６

遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
標
高

一
一
ｍ
の
沖
積
地
に
位
置
し
、
遺
構
と
し
て
、
瓦
沼

（雨
落
薄
）

と
そ
の
北
東
部
に
東
西
二
間
×
南
北
二
間
の
総
柱
掘
立
柱
建
物
、
東
に
東
西
三

間
×
南
北
四
間
の
据
立
柱
建
物
、
真
北
か
ら
約
五
度
東
に
ふ
れ
た
溝
と
そ
れ
に

直
交
す
る
大
小
の
溝
三
二
条
と
多
数
の
ピ
ッ
ト
を
検
出
し
た
。
瓦
沼
か
ら
老
司

工
式
の
軒
丸

。
平
瓦
と
丸

・
平
瓦
等
が
出
上
し
、
奈
良
前
期
に
位
置
付
け
ら
れ

る
。
溝
は
三
宅
廃
寺
に
関
連
す
る
外
周
濤
と
考
え
ら
れ
る
。
廃
寺
の
内
容
、
配

置
、
規
模
に
関
し
て
は
な
お
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
雨
落
溝
を
北
東
隅
と
し
西

南

・
南
北
に
延
び
る
西
側
に
位
置
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
二
間
×

二
間
、
三
間
ｘ
四
間
の
掘
立
柱
建
物
と
薄
は
、
奈
良
後
期
に
位
置
付
け
ら
れ

之や
。木

簡
は
三
円
×
四
間
の
掘
立
柱
建
物
の
外
周
を
と
り
ま
く
溝

（南
束
隅
）
の
合

流
す
る
地
点
の
底
面
よ
り
出
土
し
た
。
共
伴
遺
物
と
し
て
瓦

（平
・
丸
瓦
）
、
須
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